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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本ユニシスの戸木でございます。
皆様には、弊社、日頃より大変ご愛顧賜り誠にありがとうございます。
厚く御礼申し上げます。

さて、お時間も40分と短いお時間でございますので、早速、本題に入りたいと思います。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次にMiFを実現するための階層をご説明します。

まず最下層は物理層です。
基本的にここからリソースを直接切り出してサービスに渡すことはしません。
（例外はあるでしょうが。。。）
物理層の上に統合化され仮想化されたインフラリソース群があります。
MiFはこの2階層を受け持ちます。
そして、それをミドルウェアやサービスが利用する、このようになります。
そして、そのリソースを統合化、仮想化するプロセス・手順や
それを利用するプロセス・手順は限りなく完全自動化することを目指します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＩＤＣ運用の全体をソフトウェアで自動的にコントロールすることがMiFの目標でもあります。ワークフロー製品を用いて、データセンタへの様々な要求や発生イベントに対する各種運用処理を自動化します。例えばプロビジョニングやスケジューリングは、予め登録された自動化スクリプトによって人手を介することなく自動的に実行されます。この運用処理の実行そのものは、サーバを対象とした自動化ソフトウェアが、ネットワークであればネットワークを対象とした自動化ソフトウェアを利用して実行することになります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本のプライベートクラウドと�　海外のパブリッククラウドの連携手法の確立
・商習慣への対応�　（日本円での決済、請求書の送付等）
・日本語での保守サポート
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
日本ユニシスのICTサービスは、日本のお客様の高度なニーズを満たす“真のクラウドコンピューティング”に変貌して行きます。
お客様のクラウドコンピューティングに対する不安を解消。
→ｉＤＣ機能を更に拡張し、高可用性・高セキュリティ・高性能ネットワーク能力のサービス提供を実現。
ＩＣＴホスティング、ＳａａＳビジネスパークを実践・発展させ、クラウドコンピューティングとしてのサービスを拡張。
ＩＣＴホスティング機能を、可用性・運用サービス・機能の３方向で拡張し、それぞれの提供機能に応じた品ぞろえを充実させます。
ＳａａＳビジネの拡大を目的としたビジネスパークの拡大とSaaSプラットフォームサービス（ＰａａＳ）の提供を開始し、ソフトウェア開発と実行環境の提供を開始。
ＡＷＳ連携など他社クラウドとの連携サービス、アプリケーション開発・実行環境の提供を開始。
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